
平成27年12月25日

１．施設の概要

２．利用実績

幡多郡黒潮町上川口1166

業務内容

・施設の管理運営に関すること
・施設の利用の許可に関すること
・設備の維持管理に関すること
・主催事業及び受入事業の企画運営に関すること

＜平成26年度主催事業＞
・わくわくチャレンジ
・泊まってドキドキ！遊んでワクワク！
・心のふれあい－シルバー編－
・メリークリスマス
・中学生リーダー研修　　　　　　　　　など

施設内容

幡多青少年の家においては、本県の基本的教育課題である「心豊かで自
立できる人づくり」の理念を達成するため、当所の目標を掲げ、また随時
運営方針を見直しながら、事業の2つの柱である受入事業及び主催事業
を実施している。
　構造：本館　鉄筋コンクリート 2階建　延べ2,655.55㎡
　　　　　体育館　鉄筋コンクリート2階建　延べ1,192.26㎡
　
　施設概要：
    本館宿泊棟　25室（定員200名）
　　食堂　（定員200名）
　　大研修室（映写室）（定員200名）
　　中研修室（定員50名×2室）
　　小研修室（定員20名）
　　和室（8畳・6畳）
　　茶室
　　野外炊飯棟　115.52㎡

職員体制

職員：所長 1名　、チーフ1名、主任1名、社会教育主事2名
　　　　非常勤職員2名、臨時的任用職員3名
　　　　合計：10名
現業部門は大方青少年育成会に委託(9名)

平成27年度青少年教育施設のあり方を考える懇話会における総合評価シート

施設所在地

 施設名   幡多青少年の家                 所管課室  教育委員会 生涯学習課 

（１）宿泊者数
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平均

宿泊者数 9,842 9,106 8,890 8,698 8,875 9,082

（２）利用団体数
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平均

利用数 565 545 509 491 389 500

（３）利用者数
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平均

人数 27,773 27,247 26,309 23,526 20,983 25,168



３．業務の評価

④利用実績

○平成25年度と比較して、宿泊者数は177名の増加であるが、体育館屋
根修繕工事のため、体育館を11月～２月の３ヶ月半閉館したことも影響
し、利用団体数は102団体の減少、利用者数は2,543名減少している。

②利用者へのサービス向上の
ための改善策

利用者へのサービス向上のために、以下の点で工夫が見られた。
○他の施設や指導者養成事業に参加し、所内では全職員で主催事業の
企画・立案・評価を行う検討会を行い、職員の能力の向上につなげてい
る。
○利用者アンケートや活動中の情報収集により利用者の要望や改善点な
ど、所内で課題を共有し早期対応に努めている。
○利用者の研修目的を明確化するため、事前研修相談を充実させ、協働
で計画し青少年の健全育成に向けた取組みをしている。

③施設の運営について

施設の運営について、以下の点で工夫が見られた。
○幡多青少年の家と一般財団法人大方青少年育成会が一体となって、共
同して事業等に取り組んでいる。また、主催事業についても、全職員で実
施案の検討会を行い、事前確認や情報共有化を行っている。
○施設各部署の管理責任者のもと、定期的な安全点検を実施し、施設環
境の整備を迅速に行っている。
○リユース・リサイクルを目指し、職員が修繕作業にも取り組み、修繕費
の節約に努めている。

利用拡大のために、以下の点で工夫が見られた。
○豊かな自然環境（山、川、海）に恵まれた施設の立地条件を最大限に活
かした事業を展開している。
○施設作成のカレンダー、スポーツ合宿・遠足用のチラシを作成し、県外
の関係機関にも送付するなど、幅広く情報発信している。
○各市町村教育委員会への訪問や校長会に出席し、自然体験活動の必
要性や各事業の情報提供を行い学校との連携に努めている。
○高齢者や保育園児向けの主催事業を行い、地域の交流事業に取組ん
でいる。

①利用拡大のための取り組み

○自然環境を活かした多様な事業展開を行い、利用拡大に向け各方面へ
の啓発に努めているが、県内の利用者の拡大に向けこれまで以上に積極
的に取り組むことを求める。
○お互いにアイデアを出して事業の企画・立案をするなど、施設職員が一
体となった運営と人材育成に取り組んでいる。
○２５年度から実現できていない新規プログラムの開発にむけて、年間を
通じてできる海での活動や各種自然体験活動の団体や大学との連携な
ど、施設やその周辺の自然環境を活かした魅力的な事業展開を期待す
る。
〇直営施設の担う役割を果たし、体験活動を通じて社会の中で生きていく
力を育成する取組みを期待する。

項目 状況説明

⑤収支の状況
○宿泊者数が増加したことにより、平成25年度と比較して、使用料収入は
171千円の増収となった。

総合評価 
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